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私と鉄道 

江戸優弥 

 

 今年度高輪中学・高等学校に社会科（地理）の教員として赴任し、数ヶ月間旅行・鉄道

研究部の顧問として過ごしてきました。私の出身地は秋田県であり、最寄り駅は無人駅、

電車は１時間に１本という環境で育ちました。そんな私にとって鉄道について知っている

ことといえば、「先進国ではモータリゼーションが進行したため、鉄道は旅客の輸送手段

としては斜陽化している（大都市圏と都市間の高速鉄道除く）」という高校地理で学んだ

知識くらいでしょうか。そのため、鉄道に関しては特に思い入れも知識もないのですが、

今回は私の人生と鉄道との関係について書きたいと思います。 

 

① 初めて鉄道に乗った日 

秋田県では自動車は一家に 1台ではなく、1人 1台所有することが当たり前です。その

ため、移動手段として日常的に鉄道に乗ることは長い間ありませんでした。私が初めて鉄

道に乗ったのは小学校 6 年生（12 歳）の修学旅行の時でした。修学旅行の行き先は仙台

市。特に鉄道に関する思い出はありません。 

 

②電車に乗ってイオンへ 

 「田舎の高校生はイオンでデートをする」という言葉を聞いたことはありますか。高輪

生が万が一そのような機会があった際にどこに行くのかは知りませんが、秋田の高校生は

イオンでデートをします。高校の最寄り駅から JR奥羽本線で３駅の大曲駅まで行き、そ

こからバスに乗り換え、「イオンモール大曲」まで行きます。そこで映画を見て、買いも

しない服を試着して、フードコートでご飯を食べるのが定番コースでしょうか。大学生に

なってから帰省した際、あの頃あれほど大きく見えた「イオンモール大曲」はとても小さ

く見えました。 

 

② 大学受験と新幹線 

 私の出身地は秋田県の中でもかなりの豪雪地帯です。2020年 12月 22日現在の積雪量

は 112cm です。そのため、センター試験の前日は午後の電車を運休し、線路の除雪作業

が行われます。私はセンター試験を自分の高校で受験することができたのですが、秋田大

学で受験しなければならない受験生は、秋田市内のホテルに宿泊し、受験していたようで

す。高輪生にはセンター試験（共通テスト）が日帰りで受けられることを当たり前とは思

わないでほしいです。また、私は国立大学１校、私立大学 3校（すべて東京の大学）を受

験したため、秋田と東京とを１ヶ月間に４往復しました。心配性の母が一人では東京に行

かせられないと付いてきたため、交通費だけでかなりお金がかかっていたと思います。高

輪生には、実家から通える範囲に大学がある環境を当たり前とは思わないでほしいです。 
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④修士論文と鉄道 

 私の人生において最も辛かったのは昨年までの大学院での生活でしょうか。とりわけ修

士論文の執筆は、体重が８キロ減少するほど辛かったです。なぜ大学院に入院してしまっ

たのか後悔したこともありました。修士論文の原稿で「電車の開通によって」と書いた部

分を、「電車」ではなく「鉄道」の方が論文にはふさわしいと指導教員に直されたことを

覚えています。 

 

 以上、私の人生の中で鉄道に関わる主要な部分について書いてみました。大学入学直後

は、山手線と中央線しか関東圏の路線を知らなかった私も何とか鉄道を利用しながら生活

しています（今でも乗り換えアプリで調べないとどこにも行けないのですが）。   

顧問になったからには、旅行・鉄道研究部の醍醐味である鉄道旅行にも早く参加したい

です。部員の皆さんは、ぜひ鉄道旅行の際には、鉄道はあくまで目的地への移動手段とし

か考えていない私に、鉄道の魅力をたくさん教えていただきたいです。 

 

 

 

うっすらとした記憶 

大塚 健臣 

 

私が生まれ育ったのは横浜ですが、かなりの「奥地」で一山越えると鎌倉です。電車で

の東京デビューは大学受験に際し受験校を実地踏査しようと向かった時でしょうか。白山

に行くつもりが、何をどう間違えたのか、浅草線で北上し、荒川を越えてうっそうとした

河原を通過して行きながら寂しさを感じ、乗り直しました。大学時代は京浜東北線の大船

駅近くの最寄り駅から桜木町経由で渋谷駅に通っていました。桜木町駅が終焉を迎えた時

はなんだか悲しくなった思い出があります。また、渋谷駅が地上にあり何本もホームがあ

った時でした。たまプラーザ駅にも大学キャンパスがあるので横浜線と田園都市線にもお

世話になりました。横浜線の東神奈川駅で乗り換えるのですが、この駅は乗換駅というに

は、ごくごく普通の大きさの駅で、たまに降りるのを忘れてしまうことがありました。逆

に長津田駅は当時からそれなりの大きさの駅であったかと思います。京浜東北線ではなく、

大船から東海道線で利用することもしばしばありました。ふと思い立ち、大船を通過し、

対面ボックスシートで窓際にある小さな備え付けテーブルに缶コーヒーを置いて、読書し

ながら、南下していくのが好きでした。深緑とオレンジの車両や、下車した駅で記憶に残

るのは、小田原城を見に行った小田原駅、海辺をぼーっと見た根府川駅（レトロな雰囲気

のある駅舎も良かった）ですかね。 

 


